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・昭和 29（1954）年 4 月 1 日／八女市誕生
・昭和 31（1956）年／八女市で福岡県内初となる小
学校全校完全給食が実現 

・昭和 35（1960）年／矢部村の日向神ダムが完成し、
観光遊覧船就航 

・昭和 36（1961）年／黒木町、矢部村、星野村の三
森林組合で県下初の「八女森林組合共販所」を設立 

・昭和 42（1967）年／大島・矢部川間を結ぶ国道 3 
号バイパスが開通

・昭和 43（1968）年／平和の火が完成
・昭和48（1973）年／九州縦貫自動車道の八女インター
チェンジが開設／八女地区県営農地開発パイロット事
業完了

・昭和 52（1977）年／「八女福島仏壇」が国の伝統
的工芸品に指定／「八女福島の燈籠人形」が国の重要
無形民俗文化財に指定／「松延家住宅」が国の重要
文化財に指定

・昭和 53（1978）年／北部九州最大の前方後円墳岩
戸山古墳を含む「八女古墳群」が国の史跡に指定

・昭和 60（1985）年／国鉄矢部線廃止
・昭和 61（1986）年／八女伝統工芸館開館
・平成元（1989）年／星野村の村制 100 周年を記念
して「九州和太鼓フェスティバル」開催
・平成 2（1990）年／立花町で「第 1 回立花町観梅会」
開催

・平成 3（1991）年／九州最大級の天体望遠鏡を備
えた「星の文化館」開館
・平成 5（1993）年／上陽町で「全日本きんま選手権」
開催

・ 平成 7（1995）年／「万灯流し」開始／原爆の火
を守る「平和の塔」が星のふるさと公園に建立
・平成 10（1998）年／「べんがら村」が開館
・平成 11（1999）年／「旭座人形芝居会館」が開館
・平成 12（2000）年／「八女津媛浮立館」が開館
・平成 13（2001）年／「八女提灯」が国の伝統的工
芸品に指定

・平成 14（2002）年／「八女福島の白壁の町並み」
が重要伝統的建造物群保存地区に選定

・平成 17（2005）年／「道の駅たちばな」が開館
・平成 18（2006）年／八女市と上陽町が合併
・平成 22（2010）年／八女市と黒木町、立花町、矢
部村、星野村が合併し新八女市誕生／「全国茶品評
会」で八女茶は 10年連続玉露の部の日本一を達成

・平成 24（2012）年／大韓民国巨済市との姉妹都市
協定締結

・平成 25（2013）年／福岡市天神にアンテナショッ
プ「八女本舗」がオープン

・平成 26（2014）年以降はP10より掲載

1 9 5 4

2 0 2 3

昭和 29年

平成 18年

八女市誕生

福島町、 川崎村、忠見村、岡山村

新八女市

編入）

平成 22年編入）

上陽町編入）

黒木町 豊岡村、串毛村、木屋村、笠原村合併）

編入）

立花町

昭和 29年

光友村、 北山村、白木村、辺春村合併） 昭和 30年

昭和 32年

矢部村

星野村

大淵村

北川内町、横山村合併） 昭和 33年

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年 

４ 

月 

１ 

日
、１
町
３
村
の
編
入
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
八
女
市
。
市
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
発
展
を
遂
げ
、

現
在
は
県
内
で
２
番
目
に
広
い
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
九
州
の
、
日
本
の
八
女
市
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
　

01 Yame City 70th Anniversary

Y A M E 　 C I T Y

A n n i v e r s a r y

も
く
じ

﹇
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
﹈

　
70
周
年
の
八
女
美

﹇
市
制
70
周
年
特
別
対
談
﹈

　
黒
木
瞳
さ
ん
と
語
る

　
八
女
市
の
こ
れ
ま
で
と
、
こ
れ
か
ら
ー
。

﹇
70
周
年
の
あ
ゆ
み
﹈(

２
０
１
４
〜
２
０
２
３
）

　
写
真
と
年
表
で
振
り
返
る
激
動
の
10
年

第
一
章
「
飛
」

〜
広
大
な
八
女
の
地
を
飛
ぶ
〜

・
エ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ド
ー
八
女
／
黒
木
／

　
立
花
／
上
陽
／
矢
部
／
星
野
ー

・
地
域
交
流
拠
点

第
二
章
「
躍
」

〜
次
代
を
創
る
八
女
人
の
活
躍
〜

・
八
女
茶
を
つ
く
る
ー
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年

・
安
心
を
つ
く
る
ー
防
災
／
福
祉

・
ひ
と
を
つ
く
る
ー
教
育
／
ス
ポ
ー
ツ

・
賑
わ
い
を
つ
く
る
ー
地
域
お
こ
し
／
市
民
参
画

・
伝
統
を
つ
く
る
ー
伝
統
工
芸

八
女
の
著
名
人

八
女
市
の
未
来
へ
（
議
会
議
長
・
市
長
ご
あ
い
さ
つ
）

c o n t e n t s

八
女
市
︑

70
周
年
の
飛
躍

02061016263840

八

女

八 女 市 h i s t o r y

1 9 5 4 ~ 2 0 2 3

プ

ロ
ロ

ー

グ

八
女
市
の
は
じ
ま
り

・昭和 29（1954）年 4 月 1 日／八女市誕生
・昭和 31（1956）年／八女市で福岡県内初となる小
学校全校完全給食が実現 

・昭和 35（1960）年／矢部村の日向神ダムが完成し、
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・昭和 42（1967）年／大島・矢部川間を結ぶ国道 3 
号バイパスが開通

・昭和 43（1968）年／平和の火が完成
・昭和48（1973）年／九州縦貫自動車道の八女インター
チェンジが開設／八女地区県営農地開発パイロット事
業完了

・昭和 52（1977）年／「八女福島仏壇」が国の伝統
的工芸品に指定／「八女福島の燈籠人形」が国の重要
無形民俗文化財に指定／「松延家住宅」が国の重要
文化財に指定

・昭和 53（1978）年／北部九州最大の前方後円墳岩
戸山古墳を含む「八女古墳群」が国の史跡に指定

・昭和 60（1985）年／国鉄矢部線廃止
・昭和 61（1986）年／八女伝統工芸館開館
・平成元（1989）年／星野村の村制 100 周年を記念
して「九州和太鼓フェスティバル」開催
・平成 2（1990）年／立花町で「第 1 回立花町観梅会」
開催

・平成 3（1991）年／九州最大級の天体望遠鏡を備
えた「星の文化館」開館
・平成 5（1993）年／上陽町で「全日本きんま選手権」
開催

・平成 7（1995）年／「万灯流し」開始／原爆の火を
守る「平和の塔」が星のふるさと公園に建立

・平成 10（1998）年／「べんがら村」が開館
・平成 11（1999）年／「旭座人形芝居会館」が開館
・平成 12（2000）年／「八女津媛浮立館」が開館
・平成 13（2001）年／「八女提灯」が国の伝統的工
芸品に指定

・平成 14（2002）年／「八女福島の白壁の町並み」
が重要伝統的建造物群保存地区に選定

・平成 17（2005）年／「道の駅たちばな」が開館
・平成 18（2006）年／八女市と上陽町が合併
・平成 22（2010）年／八女市と黒木町、立花町、矢
部村、星野村が合併し新八女市誕生／「全国茶品評
会」で八女茶は 10年連続玉露の部の日本一を達成

・平成 24（2012）年／大韓民国巨済市との姉妹都市
協定締結

・平成 25（2013）年／福岡市天神にアンテナショッ
プ「八女本舗」がオープン

・平成 26（2014）年以降はP10より掲載
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編入）

平成 22年編入）

上陽町編入）

黒木町 豊岡村、串毛村、木屋村、笠原村合併）

編入）

立花町

昭和 29年

光友村、 北山村、白木村、辺春村合併） 昭和 30年

昭和 32年

矢部村

星野村

大淵村

北川内町、横山村合併） 昭和 33年

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
４
月
１
日
、
１
町
３
村
の
編
入
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
八
女
市
。
市
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
発
展
を
遂
げ
、

現
在
は
県
内
で
２
番
目
に
広
い
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
九
州
の
、
日
本
の
八
女
市
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
　

次の未来へ
そして 、

　
昭
和
２９
年
４
月
１
日
に
八
女
市
が
誕
生
し
、
今

年
で
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
１８
年
に
上
陽
町
、
平
成
２２
年
に
黒
木
町
、
立

花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
の
合
併
を
経
て
、
来

年
２
月
に
は
合
併
１５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
矢
部
川
、
星
野
川
の
２
本
の
清
流
と
と

も
に
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
八
女
茶
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
の
生
産
地
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
多

き
地
域
と
し
て
伝
統
と
文
化
を
育
み
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
合
併
か
ら
の
１５
年
は
、
各
地
域
の
魅
力
を
活

か
し
、
八
女
市
全
体
と
し
て
ま
と
め
、
一
つ
の
市
と
し

て
醸
成
す
る
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
２４
年

７
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
そ
こ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
だ
月
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
被
災
し
た
地
域
が
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た
め
て
八
女

市
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、本
誌
の
な
か
で
も
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
八
女
市
を
担
う
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
、

こ
の
市
制
施
行
７０
周
年
・
合
併
１５
周
年
を
契
機
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き
、

と
も
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
八
女
市
を
目
指
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
第
５

次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の

恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

安
心
と
成
長
の
ま
ち 

八
女
」
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

m e s s a g e

八女市の未来 によせて

八
女
市
長  

三
田
村 

統
之

中島　一之　初代
服部　寅雄　2代
主計　貞二　3代
　　　　　　6代 
末金　偆一　4代
牛島　節二　5代
斉藤　清美　7代
野田　国義　8代
三田村統之　9代

S29.4~ S30.4 
S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S48.1~ S52.1 
S38.5~ S39.12 
S40.1~ S48.1 
S52.1~ H5.1 
H5.1~ H20.9 
H20.11~

八 女 市
中村　次平　初代
平島　大勝　2代
中尾　順蔵　3代
田中　近作　4代
甲木　安英　5代
堤　　菅雄　6代
鵜木　久義　7代
田中　礼助　8代

S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ H6.3 
H6.4~ H14.4 
H14.4~ H22.1

立 花 町
坂本虎之助　初代
宮内　萬吉　2代
坂本鐵之進　3代
田中　　穆　4代
轟　政次郎　5代
江田　　勝　6代
若杉　文夫　7代
若杉　繁喜　8代
栗原　照幸　9代
原嶋　貞夫 10 代
中司　謙治 11 代
田島冨士雄 12 代

M22~ M37  
M38.3~ T6.1 
T6.2~ S7.12 
S8.6~ S21.10 
S22.4~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S58.4 
S58.5~ H8.5 
H8.6~ H12.5
H12.6~ H16.5 
H16.6~ H21.9 
H21.10~ H22.1

矢 部 村

内藤　勘藏　初代
大橋留三郎　2代
川島　   稔　3代
横溝彌太郎　4代
小川　光吉　5代

S29.4~ S41.4 
S41.4~ S44.2 
S44.2~ H 元 .2 
H 元 .2~ H17.2 
H17.2~H22.1

黒 木 町
小川　秀木　初代
　　　　　　3代
井上　常雄　2代
川口　義則　4代
牛嶋　　剛　5代

S33.4~ S37.4 
S41.4~ S57.4 
S37.4~S41.4 
S57.4~H6.4 
H6.4~H18.9

上 陽 町
髙木　良一　初代
髙木好太郎　2代
今村　和方　3代
髙木　賢之　4代
西田　七郎　5代
江頭　一郎　6代
髙木　良之　7代
　　　　　　9代
西田　定夫　8代
橋爪喜三郎 10 代
谷口　俊一 11 代
倉住　　茂 12 代
髙木　万藏 13 代
松永　雅男 14 代
藤﨑　正昭 15 代
髙木　良之 16 代

M22.5~ M38.9 
M38.11~M42.11 
M42.11~T15.2
 T15.5~ S5.5 
S5.6~ S13.6 
S14.12~ S18.12 
S18.12~ S21.12 
S34.5~ S37.7 
S22.4~ S34.4
S37.9~ S49.9 
S49.9~ S56.6 
S56.7~ S62.6 
S62.7~ H7.7 
H7.7~ H15.7 
H15.7~ H19.7 
H19.7~ H22.1

星 野 村

歴
代
首
長
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navigation

1. 神々さえも惹きつける日向神峡
（ひゅうがみきょう）／ 2.「八女」の
地名の由来である八女津媛神を祀
る八女津媛神社／ 3. いたるところ
で耳を癒す川のせせらぎ／ 4. 段々
と連なる農の風景／ 5. 色鮮やか
に枝垂れる黒木の大藤／ 6. 春の
訪れをいち早く伝える谷川梅林

時
を
経
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

山
の
奥
ま
で
色
濃
く
広
が
る

そ
の
美
し
い
八
女
の
原
風
景
は
、

自
然
と
人
が
共
に
生
き
て
き
た
絆
の
証
。

い
き
い
き
と
あ
た
た
か
い

こ
れ
ぞ
、
八
女
が
誇
る
ふ
る
さ
と
の
姿
。

T o  t h e  b e a u t i f u l  w o r l d  o f  Y a m e  C i t y
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1.「ひふみよ橋」の一つ、三連の大瀬橋／ 2. 稲の実
り寄り添う真っ赤な鹿里の彼岸花／3.多くの人で賑わ
う八女福島の燈籠人形／4.「あかり」は八女の象徴。
職人が灯すあたたかな未来／ 5. 八女市の中央を流れ
る、産業と伝統工芸の根源、矢部川

1

3

2

45

70
周
年
の

八
女
美

美
し
い
八
女
の
原
風
景

美しい風景を受け継ぐことは簡単なことではない。この風景を愛し、大切に守っ
てきた多くの先人たちの想いが現在の八女を美しく照らしている。
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き
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
私
は
八
女
市
の
中
で
も
黒

木
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
18
歳
ま
で
過
ご
し

ま
し
た
が
、
そ
の
豪
雨
災
害
の
時
は
、
想

い
出
の
南
仙
橋
が
流
れ
た
と
い
う
こ
と
で

驚
い
て
、
す
ぐ
市
長
に
お
電
話
を
し
て
、

何
か
私
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
。
笠

原
だ
っ
た
り
山
内
だ
っ
た
り
実
際
見
て
み

な
い
と
、
そ
こ
に
ど
れ
く
ら
い
苦
し
ん
で

悲
し
ん
で
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、

わ
か
り
ま
せ
ん
も
の
ね
。

三
田
村
市
長
　
特
に
黒
木
町
の
人
。
笠
原

の
避
難
所
の
み
な
さ
ん
は
本
当
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
２９
年
に

八
女
市
が
誕
生
し
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
ま

で
旧
八
女
市
は
小
さ
な
村
の
集
ま
り
で
し

た
。
長
い
歴
史
の
中
で
、
こ
の
地
域
は
矢

部
川
を
挟
ん
で
、
自
然
や
伝
統
工
芸
な
ど

産
物
が
と
れ
る
特
色
豊
か
な
環
境
の
い
い

地
域
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
南
北
朝
、

三
田
村
市
長
　
黒
木
瞳
さ
ん
、
お
帰
り
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
ふ
る
さ
と
に
お
招
き
い
た

だ
き
光
栄
で
す
。

三
田
村
市
長
　
八
女
の
玉
露
を
召
し
上

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
で

し
た
か
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
本
当
に
お
い
し
い
で
す
。

八
女
の
玉
露
は
全
国
茶
品
評
会
で
日
本
一

と
な
る
産
地
賞
を
２３
年
間
も
受
賞
し
て
い

る
ん
で
す
よ
ね
。
福
岡
の
玉
露
、
八
女
茶

の
玉
露
は
か
す
か
に
藁
の
香
り
が
す
る
昔

な
が
ら
の
製
法
で
す
ね
。

三
田
村
市
長
　
令
和
５
年
は
八
女
茶
発
祥

６
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年
で
し
た
。
令

和
６
年
は
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
る
記

念
す
べ
き
年
で
す
。
様
々
な
歴
史
を
歩
む

な
か
、
黒
木
瞳
さ
ん
に
は
折
に
ふ
れ
、
特

に
、
平
成
24
年
の
災
害
時
の
対
応
な
ど
、

い
つ
も
ふ
る
さ
と
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

P r o f i l e

八女市長　三田村統之
早稲田大学卒業後、昭和 50 年より八女市

議会議員を 2 期務め、平成 3 年から福岡

県議会議員を 5 期、平成 17 年には福岡県

議会第 67 代副議長を務める。平成 20 年

11 月に八女市長に就任。令和 2 年 11 月

16日から、現在 4期目を務める。

P r o f i l e

俳優　黒木瞳

八女市出身。宝塚歌劇団に入団２年目で、月
組娘役トップとなる。これまでの映画作品にお
いて、WEIBO　ACCOUNT　FESTIVAL2022
最優秀主演女優賞受賞。
2023 年 6 月公開映画「魔女の香水」では主
演を務めた。映画監督として 4 作品を手がけ、
2022 年公開の「線香花火」では映画監督と
して八女市を舞台にメガホンをとった。

近年の舞台「ルビンの壺が割れた」では脚本、
出演した。

黒
木
瞳
さ
ん

　
　

    
と
語
る

八
女
市
の

　こ
れ
ま
で
と
、

　
　こ
れ
か
ら 

ー
。

市
制
70
周
年

特
別
対
談

市
制
70
周
年
を
迎
え
た
ふ
る
さ
と
八
女
市
へ
の
想
い
と
は
ー
。

そ
し
て
未
来
に
描
か
れ
る
飛
躍
の
八
女
市
と
は
ー
。

三
田
村
統
之
市
長
と
黒
木
瞳
さ
ん
に
よ
る
特
別
対
談
。
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今はなき南仙橋
平成 24 年 7 月の九州北部
豪雨で流出した矢部川にか
かる唯一の木橋だった。

堀川バス
八女市本町に本社をおく堀
川バスは、昔も今も多くの
人の暮らしを運んでいる。

三
田
村
市
長
　
お
母
さ
ん
が
洗
濯
に
！

黒
木
瞳
さ
ん
　
は
い
。
だ
か
ら
い
つ
も
洗

濯
に
つ
い
て
行
っ
て
、
南
仙
橋
の
下
で
泳
い

で
い
た
ん
で
す
。
小
学
生
に
な
る
と
、
大

藤
の
前
の
矢
部
川
で
夏
休
み
中
泳
い
で
い

ま
し
た
ね
。
山
に
登
っ
て
、畑
に
行
っ
た
り
、

田
植
え
も
稲
刈
り
も
し
た
り
し
て
、
牛
も

い
た
の
で
藁
を
干
し
て
、
藁
を
牛
に
食
べ

さ
せ
て
、
茶
摘
み
も
し
ま
し
た
し
、
い
ろ

ん
な
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
今
思

え
ば
貴
重
で
す
よ
ね
。
八
女
高
校
に
は

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
や
堀
川
バ
ス
で
、
間
に
合

わ
な
い
時
は
50
　
の
単
車
で
通
学
し
て
い

ま
し
た
。

三
田
村
市
長
　
そ
う
い
う
経
験
が
こ
の
日

本
の
大
女
優
さ
ん
を
育
て
た
と
。
驚
き
で

す
。
瞳
さ
ん
は
、
八
女
市
の
小
学
校
な
ど

に
も
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ね
。

黒
木
瞳
さ
ん

　N
H
K
の
「
よ
う
こ
そ
せ

ん
ぱ
い
」
と
い
う
番
組
で
、
黒
木
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
に
タ
ッ
プ
を
教
え
た
り
、

輝
翔
館
か
ら
は
、
校
歌
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
、
歌
詞
を
書
い
て
、
生
徒

さ
ん
た
ち
が
歌
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

三
田
村
市
長
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
私
た
ち
八
女
市
は
、
第
５
次
八
女

市
総
合
計
画
の
も
と
各
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
の
使
命
は
、

や
は
り
子
ど
も
た
ち
の
育
成
、
子
育
て
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

黒
木
一
族
な
ど
歴
史
的
な
文
化
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
し
、
芸
術
家
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
八
女
は
古
墳
も
多
い
で
す

し
、
歴
史
を
紐
解
く
と
深
い
で
す
よ
ね
。

三
田
村
市
長
　
そ
う
な
ん
で
す
。
こ
の
歴

史
文
化
が
埋
も
れ
て
は
い
け
な
い
と
、
新

生
八
女
市
に
な
っ
て
最
初
に
取
り
組
ん
だ

の
が
交
流
事
業
で
す
。
南
北
朝
時
代
の
後

醍
醐
天
皇
と
の
関
係
で
奈
良
県
の
吉
野

町
、
菊
池
一
族
と
の
関
係
で
熊
本
県
菊
池

市
な
ど
、
全
国
に
歴
史
の
絆
が
で
き
、
五

條
家
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
も
今
ま
た
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
私
た
ち
も
帰
る
と
少
し
ず

つ
、「
八
女
」
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
八

女
津
媛
神
社
や
良
成
親
王
の
お
墓
、
五
條

家
の
金
烏
の
御
旗
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た

り
と
、
子
ど
も
の
頃
は
知
ら
な
か
っ
た
八

女
の
文
化
や
歴
史
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
監
督
を
つ
と
め
た
「
線
香
花

火
」
の
映
画
で
は
、
そ
ん
な
歴
史
あ
る
福

島
、
黒
木
町
、
矢
部
川
、
白
壁
通
り
な
ど
、

ふ
る
さ
と
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

三
田
村
市
長
　
瞳
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
、

ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
？

黒
木
瞳
さ
ん
　
小
さ
い
頃
、
南
仙
橋
の
下

の
矢
部
川
に
、
母
が
よ
く
洗
濯
に
行
っ
て

い
た
ん
で
す
。

飛
躍
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
八
女
市
に
元
気
が
あ
れ
ば

福
岡
県
も
元
気
に
な
る
し
、
福
岡
県
が
元

気
だ
と
九
州
も
元
気
に
な
る
。
そ
う
い
う

意
味
で
八
女
市
か
ら
元
気
を
発
信
し
て
い

け
た
ら
素
敵
だ
と
思
い
ま
す
し
、
み
ん
な

一
人
ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
場
所

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

三
田
村
市
長
　
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
最

後
に
ぜ
ひ
、
こ
れ
か
ら
の
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

黒
木
瞳
さ
ん
　
自
分
の
子
ど
も
時
代
は
も

の
す
ご
く
自
由
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
よ
く

勉
強
し
て
、
よ
く
遊
ん
で
、
よ
く
運
動
し

て
、
何
も
か
も
一
生
懸
命
や
っ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
好
き
な
こ
と
は
見
つ
け
て

ほ
し
い
で
す
が
、
好
き
な
こ
と
が
見
つ
か

ら
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
、
よ
く
勉
強
し
て
よ
く
遊
ん
で
ほ

し
い
。
そ
の
中
に
必
ず
何
か
見
つ
け
て
い

け
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
残
っ
て
人
生
を
送
り
た
い
と

い
う
子
ど
も
を
ど
う
育
て
て
い
く
か
が
非

常
に
重
要
で
す
。

黒
木
瞳
さ
ん

　子
ど
も
た
ち
み
ん
な
、夢
、

願
望
、
目
標
、
い
ろ
い
ろ
と
持
っ
て
い
る

と
思
う
ん
で
す
ね
。
ま
ち
か
ら
出
て
行
っ

て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
こ
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
は
、
外
に
出
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で

す
ね
。
自
分
の
夢
や
希
望
を
持
っ
て
外
に

出
て
、
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
周
り
の

大
人
た
ち
が
い
て
、
こ
ん
な
に
ふ
る
さ
と

は
い
い
ん
だ
っ
て
い
う
の
を
一
人
ひ
と
り
が

発
信
し
て
い
っ
て
、
そ
の
中
の
何
人
か
が

ま
た
戻
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
豊
か
に
な
っ

て
い
く
と
一
番
良
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

三
田
村
市
長
　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
外
に

出
る
こ
と
を
心
配
せ
ず
、
そ
う
い
う
人
た

ち
が
安
心
し
て
帰
っ
て
来
ら
れ
る
八
女
を

創
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
今
日
は
い

い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
八
女

市
は
、 

豊
か
な
自
然
や
農

産
物
、
人
の
心
の
あ
た
た

か
さ
の
中
で
次
代
の
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
、

健
康
で
育
っ
て
い
く
よ
う

に
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
と

誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ
、

安
心
と
成
長
の
ま
ち
八

女
」。
こ
れ
に
向
か
っ
て

黒木瞳さんと語る
八女市のこれまでと、
これから ー。

市
制
70
周
年

特
別
対
談

S p e c i a l     c o n v e r s a t i o n

次
代
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

誇
り
あ
る

ふ
る
さ
と
に
し
た
い
。

一
度
出
て
行
っ
た
人
も

大
志
を
持
っ
て

帰
っ
て
来
れ
る

そ
ん
な
八
女
市
へ
。

八
女
の
玉
露
を

召
し
上
が
る

黒
木
瞳
さ
ん

cc
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２
０
１
４

●
田
崎
廣
助
展
覧
会
ー
東
洋
の
心
ー
ふ

る
さ
と
展

●
八
女
市
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ポ
ー
ト
　
　

（
照
明
付
）
整
備
事
業
完
成
式
典

●
八
女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設
『
や

め
っ
こ
未
来
館
』
オ
ー
プ
ン

●
八
女
市
出
身
の
桐
明
輝
子
さ
ん
、
２

０
１
４
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ

ン
ト
選
手
権
大
会
出
場

●
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
起
工
式

●
奈
良
県
吉
野
町
と
友
好
交
流
都
市

を
締
結

●
山
本
健
吉
資
料
室
オ
ー
プ
ン

●
全
国
茶
品
評
会 
玉
露
の
部
で
農
林
水
産

大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞
　
煎
茶
４
kg
の

部
で
産
地
賞
受
賞

●
九
州
オ
ル
レ
八
女
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン

２
０
１
５

●
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
八
女
市
消
防
団
組
織
統
一
。
消
防
団

員
増
で
総
務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

●
静
岡
県
吉
田
町
と
「
災
害
時
相
互

応
援
協
定
」
を
締
結

●
八
女
市
中
学
生
平
和
学
習
事
業
／
戦

後
７０
周
年
記
念
事
業
「
被
爆
ア
オ
ギ

リ
二
世
植
樹
式
」「
平
和
の
つ
ど
い
」

●
日
米
友
好
の
木
・
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
記
念

植
樹
式
典

●
八
女
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

●
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
　

「
い
わ
い
の
郷
（
さ
と
）」
オ
ー
プ
ン

●「
八
女
伝
統
本
玉
露
」
国
の
地
理
的

表
示(

G
I)

登
録

●
茶
の
く
に
旅
行
ツ
ア
ー
商
品
販
売
開
始

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
農
林
水

産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

２
０
１
６

●
道
の
駅「
た
ち
ば
な
」が
重
点「
道
の
駅
」に

●「
田
崎
廣
助
美
術
館
」
オ
ー
プ
ン

●
八
女
市
矢
部
地
区
観
光
物
産
交
流
施

設
「
杣
の
さ
と
」
オ
ー
プ
ン

●
八
女
市
大
淵
体
験
交
流
施
設
「
げ
ん

き
館
お
お
ぶ
ち
」
オ
ー
プ
ン

●
新
教
育
委
員
会
制
度
ス
タ
ー
ト
・
八

女
市
教
育
大
綱
を
策
定

●
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
・
支
援
活
動

（
熊
本
地
震
・
市
内
で
竜
巻
発
生
）

●「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
都
市
宣

言
」・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
６
参
加

●
静
岡
県
吉
田
町
と
「
特
産
品
交
流

連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

●
三
田
村
統
之
市
長
３
期
目
ス
タ
ー
ト

●
福
岡
八
女
農
業
協
同
組
合
い
ち
ご
部

会
農
林
水
産
祭
内
閣
総
理
大
臣
賞

園
芸
部
門
受
賞

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
農
林

水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

日米友好の木・ハナミズキ記念植樹

「いわいの郷」オープン

吉田町と災害時相互応援協定締結

「田崎廣助美術館」オープン

ヘリポート完成

合瀬耳納トンネル起工式

吉野町と友好交流都市へ

「やめっこ未来館」オープン

年
﹇
平
成
28
年
﹈

２
０
１
６

戦後 70周年記念事業「平和のつどい」

熊本地震への災害支援活動 「げんき館おおぶち」オープン

静
か
な
矢
部
の
自
然
の
な
か
に

生
ま
れ
た
賑
わ
い
拠
点

　
八
女
市
の
観
光
情
報
の
発
信
と
地
域
の
特
産

物
の
販
売
等
に
よ
る
観
光
客
の
誘
客
を
目
的
と

し
た
観
光
物
産
交
流
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

目
に
つ
く
国
道
沿
い
に
で
き
た
こ
と
で
、
地
域

の
人
も
、
訪
れ
る
人
の
動
き
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
に
な
り
、
矢
部
へ
の
注
目
度

が
上
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
宿
泊
施
設「
奥

八
女
別
邸
や
べ
の
も
り
」
と
と
も
に
、
矢
部
の

賑
わ
い
拠
点
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

YAME CITY
2014ー 2023

写真と年表で振り返る

激動の10年

「杣のさと」オープン

年
﹇
平
成
26
年
﹈

２
０
１
４

2 0 1 4 - 2 0 2 3
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YAME CITY
2014ー 2023

写真と年表で振り返る

激動の10年

八
女
市
︑
7 0
周
年
の
軌
跡
を
た
ど
る

PICKUP

や
べ
の
も
り
支
配
人

轟
　
亮
二
さ
ん

歩みを語る

70
周
年
の
あ
ゆ
み
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２
０
１
７

●
移
住
・
定
住
相
談
コ
ー
ナ
ー
新
設

●
県
内
初
の
義
務
教
育
学
校
「
上
陽
北

汭
学
園
」
開
校

●「
星
の
文
化
館
」・「
茶
の
文
化
館
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
小
中
学
校
全
校
へ
給
茶
機
設
置
完
了

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
農
林

水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

●
友
好
交
流
都
市
奈
良
県
吉
野
町
へ

「
黒
木
の
フ
ジ
」
を 

贈
呈

●
農
林
水
産
省
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山

漁
村
の
宝
」
優
良
事
例
選
定

２
０
１
８

●
八
女
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
野
球
部

員
、
演
劇
の
舞
台
に
立
つ
！
」
公
開

●
矢
部
村
「
木
馬
道
と
木
場
作
林
業
」 

林
業
遺
産
に
認
定

●
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
開
始

●
平
成
30
年
７
月
豪
雨（
西
日
本
豪
雨
）

の
支
援
活
動  

（
職
員
派
遣
）・
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
支
援
活
動

●「
奥
八
女
別
邸
や
べ
の
も
り
」　（
矢

部
地
区
山
村
滞
在
施
設
整
備
事
業
）     

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

●
平
成
２４
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害

復
旧
事
業
竣
工
式

●
市
立
の
全
学
校
に
電
子
黒
板
導
入

●
八
女
の
伝
統
工
芸
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
デ

ザ
イ
ン
コ
ラ
ボ
事
業

●
県
道
八
女
香
春
線
「
合
瀬
耳
納
ト
ン

ネ
ル
」
完
成

●
全
国
茶
品
評
会 
玉
露
の
部
で
農
林

水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

２
０
１
９

●
一
般
国
道
４
４
２
号
日
向
神
地
区
道

路
改
良
工
事
竣
工

●（
一
財
）
F
M
八
女
が
日
本
版
D
M
O

に
認
定
登
録

●
地
域
し
ご
と
づ
く
り
拠
点
施
設
「
南

仙
荘
」
オ
ー
プ
ン

●「
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら

ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
め
ざ
す
人
権
擁

護
条
例
」
の
施
行

●
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館

「
い
わ
い
の
郷
」
入
館
者
10
万
人
突
破

●
星
の
文
化
館
で
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
２
」
1
/
2
サ
イ
ズ
模
型
の

常
設
展
示
を
開
始

●
海
外
福
岡
県
人
会
が
６
年
ぶ
り
に
八

女
市
を
訪
問

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
農
林

水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

●
第
21
回
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
全

国
大
会
優
勝

２
０
２
０

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
総
合

支
援
対
策
事
業
の
実
施
お
よ
び
相
談

･

支
援
窓
口
の
設
置

●
八
女
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

●
大
阪
府
高
槻
市
と
「
包
括
連
携
協

定
」
を
締
結

●
義
務
教
育
学
校
「
矢
部
清
流
学
園
」

の
開
校

●
令
和
２
年
７
月
豪
雨

●
道
の
駅
た
ち
ば
な
「
お
食
事
処
招
竹

梅
」
オ
ー
プ
ン

県内初義務教育学校「上陽北汭学園」

「星の文化館」リニューアル

九州北部豪雨災害復旧事業竣工式

「合瀬耳納トンネル」完成

国道 442号改良工事（谷野虹夢橋竣工）

海外福岡県人世界大会

「はやぶさ2」模型展示

年
﹇
平
成
29
年
﹈

２
０
１
７

年
﹇
令
和
２
年
﹈

２
０
２
０

「やべのもり」オープン

「矢部清流学園」開校

お
茶
の
奥
深
さ
で

世
代
を
超
え
て
人
を
繋
ぐ
施
設
へ

　
平
成
29
年
の
「
茶
の
文
化
館
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
は
、
大
き
な
決
断
と
し
て
入
館
料
を
無
料
に
。

ま
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
し
て「
体
験
」に
着
眼
し
、

体
験
工
房
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
立
し
ま
し
た
。
中

高
年
層
に
支
え
ら
れ
た
施
設
で
し
た
が
、
若
い

世
代
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
を
職
員
み
ん
な
が

実
感
し
て
い
ま
す
。
意
外
と
知
ら
な
い
お
茶
の

深
い
味
わ
い
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
世
代
を
超

え
て
お
茶
と
人
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

茶
の
文
化
館

古
賀 

佳
代
さ
ん

歩みを語る旬
の
美
味
し
い
食
材
を
通
じ
て

立
花
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　「
道
の
駅
た
ち
ば
な
」
に
は
、
ゆ
っ
く
り
休
憩

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
の
と
併
せ
て
、せ
っ

か
く
の
美
味
し
い
野
菜
や
果
物
を
残
さ
ず
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
食
事
処

と
加
工
場
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
オ
ー
プ

ン
以
来
、
店
舗
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
、
売
り

上
げ
や
来
場
者
が
伸
び
て
ま
す
。
筍
や
フ
ル
ー

ツ
な
ど
、
旬
の
美
味
し
い
食
材
を
通
じ
て
、
立

花
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

YAME CITY
2014ー 2023

写真と年表で振り返る

激動の10年

YAME CITY
2014ー 2023

写真と年表で振り返る

激動の10年

「茶の文化館」リニューアル

PICKUP

「お食事処招竹梅」オープン

PICKUP

道
の
駅
た
ち
ば
な

松
尾  

精
亮
さ
ん

歩みを語る

合併10周年に高槻市と包括連携協定締結
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●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
「
ま
ち
の
コ
イ
ン

（
ロ
マ
ン
）」・
関
係
人
口
創
出
拠
点
「
つ

な
が
る
バ
ス
停
」
ス
タ
ー
ト

●
八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館「
い

わ
い
の
郷
」
開
館
５
周
年
記
念
事
業

●
三
田
村
統
之
市
長
４
期
目
ス
タ
ー
ト

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
農
林

水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞
　
か
ぶ

せ
茶
の
部
で
産
地
賞
受
賞

●「
杣
人
の
家
」
国
登
録
有
形
文
化
財
へ

２
０
２
１
　

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
総
合
支
援
対
策
事
業
の
実
施

●
ダ
ニ
エ
ル
・
建
・
イ
ノ
ウ
エ
氏
胸
像

完
成

●
第
５
次
八
女
市
総
合
計
画
お
よ
び
第

２
期
八
女
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
が
ス
タ
ー
ト

●「
八
女
っ
く
り
ん
」
供
用
開
始

●
八
女
市
観
光
協
会
発
足

●「
奥
八
女 

焚
火
の
森
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー

ル
ド
」
完
成

●
桐
明
輝
子
選
手
、
カ
ヌ
ー
競
技
で
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

●
黒
木
町
大
淵
区
が
全
国
過
疎
地
域

連
盟
会
長
賞
を
受
賞

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
・
煎
茶

４
kg
の
部
で
産
地
賞
受
賞

●
新
庁
舎
建
設
事
業
始
動

●「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
　
八
女
本
舗
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
０
２
２

●
五
木
寛
之
さ
ん
か
ら
書
籍
の
寄
贈

●
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
、
初
め

　
て
１０
億
円
突
破

●
八
女
市
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
お
よ
び
物
価
高
騰
対
策

関
連
事
業
の
実
施

●
八
女
学
院
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
、
春
の
高
校
バ
レ
ー
で
ベ
ス
ト
８
の

快
挙

●「
や
め
し
電
子
図
書
館
」
サ
ー
ビ
ス

開
始

●「
べ
ん
が
ら
村
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
ハ
ワ
イ
州
と
の
交
流
事
業

●
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ク
ト
ー

バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
、

２
部
門
で
全
国
１
位
を
獲
得

●
八
女
福
島
地
区
、
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
20
周
年

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
・
煎
茶
４

kg
の
部
で
産
地
賞
受
賞

２
０
２
３

●
福
岡
の
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
を
記

念
し
た
イ
ベ
ン
ト
・
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施

●
上
陽
北
汭
学
園
の
姉
妹
校
ワ
シ
ン
ト

ン
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
（
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ

ル
ル
）
を
服
部
県
知
事
訪
問

●
７
月
豪
雨
に
よ
り
上
陽
町
上
横
山
地

域
等
で
甚
大
な
被
害

●
寄
口
橋
・
大
瀬
橋
・
宮
ケ
原
橋
が
国

の
登
録
有
形
文
化
財
へ

●
農
林
水
産
省
「SAVO

R JAPAN

（
農

泊 

食
文
化
海
外
発
信
地
域)

」
に
認
定

●
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
農
林

水
産
大
臣
賞
・
産
地
賞
受
賞

●
ヤ
マ
エ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社
・
八
女
市
企
業
立
地
協
定

締
結

2024 年完成の新庁舎

寄口橋・大瀬橋・宮ケ原橋が国の登録有形文化財へ

「杣人の家」国の登録へ

「八女っくりん」供用開始

カヌーで東京オリンピック

大淵区全国過疎地域連盟会長賞

「べんがら村」リニューアル

全国茶品評会産地賞受賞

「八女本舗」リニューアル

ヤマエグループと企業立地協定締結

年
﹇
令
和
３
年
﹈

２
０
２
１

年
﹇
令
和
５
年
﹈

２
０
２
３

「つながるバス停」オープン

ダニエル・建・イノウエ氏胸像除幕式

地
元
の
み
な
さ
ん
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

　
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
被
災
し
た
き
の

こ
村
キ
ャ
ン
プ
場
。
そ
の
賑
や
か
さ
を
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
笠
原
に
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
地

元
の
方
の
強
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
株
式
会
社

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
地
方
創
生
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
協

力
の
も
と
基
本
設
計
さ
れ
、「
焚
火
を
囲
む
や
さ

し
い
時
間
を
」
と
い
う
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
も

と
地
元
笠
原
産
の
八
女
杉
を
多
用
。
木
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
た
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

奥
八
女 

焚
火
の
森

内
川 

加
奈
子
さ
ん

歩みを語る６
０
０
年
も
の
間
地
域
に
守
り

継
が
れ
た
霊
巌
寺
の
歴
史

　
栄
林
周
瑞
禅
師
が
こ
こ
で
お
寺
を
建
て
ら
れ

て
か
ら
私
が
18
代
目
に
な
り
ま
す
が
、
６
０
０

年
も
の
間
こ
の
お
寺
が
残
っ
た
の
は
、
八
女
茶

の
発
祥
の
地
と
し
て
、
住
職
が
途
切
れ
て
い
た

間
も
地
域
の
方
、
茶
業
組
合
の
方
、
八
女
市
が

大
事
に
守
り
継
い
で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
一
番
か

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
か
ら
大
変
な
思
い

で
受
け
渡
さ
れ
た
こ
の
霊
巌
寺
を
私
も
住
職
の

間
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

YAME CITY
2014ー 2023

写真と年表で振り返る

激動の10年

YAME CITY
2014ー 2023

写真と年表で振り返る

激動の10年

「奥八女 焚火の森キャンプフィールド」完成

PICKUP

八女茶発祥の地「霊巌寺」

NEXT
STAGE

PICKUP

霊
巌
寺
住
職

日
種 

明
道
さ
ん

歩みを語る
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2023.10　八女市上空

飛の章1
広 大 な 八 女 の 地 を 飛 ぶ
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20

H I S T O R YH I S T O R Y

この文章はダミー文章です。令和６年度は、八女市制

70 周年及び市町村合併 15 周年と、本市の新たな発展

と成長に向け、飛躍すべき大きな節目を迎えます。

この文章はダミー文章です。令和６年度は、八女市制

70 周年及び市町村合併 15 周年と、本市の新たな発展

と成長に向け、飛躍すべき大きな節目を迎えます。

この文章はダミー文章です。令和６年度は、八女市制

70 周年及び市町村合併 15 周年と、本市の新たな発展

と成長に向け、飛躍すべき大きな節目を迎えます。

この文章はダミー文章です。令和６年度は、八女市制

70 周年及び市町村合併 15 周年と、本市の新たな発展

と成長に向け、飛躍すべき大きな節目を迎えます。

YA M EK U R O G I
八女エリアドローン映像黒木エリアドローン映像

黒 木 エ リ ア
Ku r o g i - a r e a

この文章はダミー文章です。令和６年度

は、八女市制 70 周年及び市町村合併

15 周年と、本市の新たな発展と成長に

向け、飛躍すべき大きな節目を迎えます。

八 女 エ リ ア
Y ame - a r e a

この文章はダミー文章です。令和６年度

は、八女市制 70 周年及び市町村合併

15 周年と、本市の新たな発展と成長に

向け、飛躍すべき大きな節目を迎えます。
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7 0 年 目 の 八 女 を 飛 ぶ

A R E A  B R A N D

H I S T O R YH I S T O R Y

▶八女茶発祥の地「霊巌寺」の歴史で知られる。良成

親王が植えたとされる黒木の藤は樹齢 630 年。また、

黒木の町並みは、国の重要伝統的建造物群保存地区

▶約 1500年前、八女丘陵には多くの古墳が築かれた。

特に北部九州最大の前方後円墳である「岩戸山古墳」

は、ヤマト王権に対抗した筑紫君磐井の墓とされてい

る。また、矢部川流域では、古くより「手漉き和紙」

が製造され、手工業が花開いた。直木賞作家杉本章子

などを輩出している。

YA M EK U R O G I
八女エリアドローン映像黒木エリアドローン映像

黒 木 エ リ ア
KUROG I  A R EA

市の南エリア。標高が高く、八女茶発祥

の地として茶業が栄え、毎年献茶祭が行

われる。藤も有名で「八女黒木大藤まつり」

には多くの人が訪れています。

八 女 エ リ ア
YAME  AR EA

八女インターを有する八女エリア。九州の

交通拠点として栄え、職人技が息づく伝

統工芸産業の集積地。八女中央大茶園で

は大規模な茶葉生産が行われています。

に選定されており、交通面では、かつて国鉄矢部線の

終点であった。五條家の金烏の御旗など多くの文化財

が残されている。文芸評論家石橋忍月、小説家安部龍

太郎、俳優黒木瞳などを輩出している。

1955 年頃の様子1915 年頃の様子 1819 Yame City 70th AnniversaryYame City 70th Anniversary



20

7 0 年 目 の 八 女 を 飛 ぶ

A R E A  B R A N D

H I S T O R YH I S T O R Y

TA C H I B A N A

J O Y O 立花エリアドローン映像上陽エリアドローン映像

上 陽 エ リ ア
J OYO  AREA

橋本勘五郎が手掛けた洗玉橋を含め、数多

くの石橋が残るエリアです。星野川の上流か

ら一連、二連と続く石橋は「ひふみよ橋」と

呼ばれ、ホタルの地としても知られています。

立 花 エ リ ア
TACH I BANA  AREA

九州有数のタケノコの産地、梅の産地とし

て名高く、豊富な農産物がとれるエリアで

す。拠点となる道の駅たちばなは、全国直

売所甲子園日本一の実績を誇っています。

▶江戸時代、柳川藩によって築かれた矢部川堤防「千

間土居」には、樹齢 300 年を越すクスの大木が残さ

れている。また、藩御用窯として栄えた「男ノ子焼」を

まちづくりの一環として再興。柳川藩の特色を今なお伺

い知ることができる。直木賞作家五木寛之、洋画家田

崎廣助などを輩出している。

▶星野川の急流に沿って軒を重ねる上陽エリアには、

元禄時代銅山があったとされている。最盛期には 800

人の鉱夫が働いていたといわれており、これが集落となっ

ていった。明治から昭和初期にわたりかけられた石橋は、

四連の宮ケ原橋を含め 12 基残されており、日本一の石

工と呼ばれた種山石工の優れた技術と良質な八女産凝

灰岩で造られ、全国に誇る八女の文化遺産である。

1948 年頃の様子1920 年頃の様子 2021 Yame City 70th Anniversary
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H I S T O R YH I S T O R Y

YA B E
H O S H I N O

矢部エリアドローン映像星野エリアドローン映像

星 野 エ リ ア
HOSH INO  AREA

日本で最も美しい村として、星空や石積み

の棚田を誇るエリアです。九州最大級の天

体望遠鏡がある星の文化館や玉露をもて

なす茶の文化館は多くの人で賑わいます。

矢 部 エ リ ア
YABE  AR EA

八女市で最も山深いエリア。長い年月の

中で生まれたダイナミックな自然の造形美

を伺うことができ、奥八女として八女市の

東の玄関口となっています。

7 0 年 目 の 八 女 を 飛 ぶ

A R E A  B R A N D

▶福岡県最高峰釈迦岳を有する矢部川の源流地区。日

本書紀に、景行天皇が美しい山中に誰か住んでいるか

地域の主に尋ねた際、「山中に女神あり。その名を八

女津媛といい、常に山中におる」と答えたことが記録さ

れ、八女の地名の起こりとされている。南北朝の動乱

期は、天然の要害として、 南朝方のとりでとなり、後征

西将軍良成親王の御墓所がある。

▶ほぼ全域が山間地であり、その標高を生かし先人が

築いた石積みの棚田や茶畑は歴史的価値が非常に高い

とされている。また、日本各地の原爆の火の火種は星

野村にあり、星野村出身の山本達雄が原爆投下後の広

島で火を持ち帰ったことが起源とされており、星野の平

和の塔にて現在も火を灯し続けている。

1930 年頃の様子1933 年頃の様子 2223 Yame City 70th Anniversary



地 域 交 流 拠 点

柳川藩主の御用窯として栄え
た男ノ子焼の窯や焼き物にふ
れる事ができる他、季節を感
じる自然体験イベントが充実。
昔ながらの茅葺き屋根で、農
のある暮らしを感じられます。

0 8
男ノ子焼の里

国道 3 号沿いに位置し、全
国的に知名度の高い人気の
道の駅。特にフルーツが充実
しており、加工品やレストラン
で四季折々の食を楽しむ事が
できます。

0 7
道の駅たちばな

岩戸山古墳を間近で見れるほ
か、527 年の磐井の乱、磐
井一族の栄華が偲ばれる豊富
な出土品にスポットを当てた
歴史施設。体験イベントも充
実しています。

0 2
岩戸山歴史文化交流館
いわいの郷

2022 年にリニューアルオー
プン。温泉とクラフトビールを
テーマに、地元の食材を使用
した料理、体験を楽しめる地
域密着型の観光複合施設で
す。

0 1
べんがら村

キャンプを通じて木とふれあ
い、木に学び、木でつながる
場所。新しいキャンプの価値
として、木育、徹底した美し
い水回り、ペットとともに楽し
める空間を提供しています。

1 0
奥八女焚火の森
キャンプフィールド

広大な敷地に宿泊・スポーツ・
レジャー・温泉機能を持つ総
合施設です。四季を通じた様々
な花や樹木を楽しめる他、福
岡県で初めて認定された森林
セラピー基地でもあります。

0 9
くつろぎの森
グリーンピア八女

矢部地区の農林産物・加工
品、お土産スペース、名物の
日向神ダムカレーや将軍そば
など地元食材を使った料理が
楽しめ、矢部の魅力を存分に
味わえる施設です。

1 2
杣のさと

全 7棟平屋造りの高級感溢れ
る離れ宿は、いずれも部屋の
内装が異なり、静かな贅沢を
楽しむことができる大人の隠
れ別荘。地元の食材を使った
美味しい料理を楽しめます。

1 1
奥八女別邸
やべのもり

朧大橋のすぐそば、自然豊か
な場所にある、子どもと大人
が一緒に遊び、学び、発見し、
創造することを体験できる施
設です。（臨時休館中）

0 4
ふるさとわらべ館

上陽町に縁のあるダニエル・
建・イノウエ氏の出身地ハ
ワイをテーマにしつつ、彼
の功績を伝える展示ブース
やカフェ、ＶＲシアターなど
を備えています。

0 3
ダニエル  イノウエ 
ミュージアム

九州最大の 100cm 反射望遠
鏡を備え、2017 年リニュー
アルオープン。星野の美しい
星空の中で、宇宙の神秘や広
がりを身近に感じることがで
きる施設です。

0 6
星の文化館

八女のお茶と、地元で採れる
旬の食材を使った料理が味わ
える食事処がある他、「抹茶
碾き体験」や「手もみ緑茶作
り体験」などお茶とふれあう
ことのできる施設です。

0 5
茶の文化館

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で

自
然
や
風
土
を
生
か
し
た

特
色
の
あ
る
交
流
拠
点
が

人
と
暮
ら
し
を

つ
な
い
で
い
ま
す

01
02 03

04
05
06

12 11

09
07

08

7 0 年 目 の 八 女 を 飛 ぶ

A R E A  B R A N D

10
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2023.9　平和公園にて八女市立星野小学校のみなさん

躍の章2
次 代 を 創 る 八 女 人 の 活 躍
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躍

１
４
２
３
〉
名
主
・
松
尾
太
郎
五
郎
久
家
が
黒

木
町
笠
原
に
茶
園
を
広
め
る

1
8
3
1
〉
山
間
で
茶
栽
培
広
ま
る

1
8
7
9
〉
玉
露
生
産
が
福
岡
県
で
初
め
て
行

わ
れ
る

1
8
8
4
〉
県
茶
業
取
締
所
（
福
島
町
）
を
お
く

1
9
0
4
〉
星
野
村
で
玉
露
の
試
製
を
お
こ
な
う

1
9
2
2
〉
機
械
製
茶
が
始
ま
る
（
光
友
村
）

1
9
2
6
〉
農
事
試
験
場
茶
業
部
を
お
く
（
岡

山
村
）

1
9
2
8
〉
福
岡
県
茶
業
組
合
を
設
立
す
る

1
9
4
7
〉
全
国
製
茶
品
評
会
を
行
う

1
9
6
3
〉
福
岡
県
茶
生
産
組
合
連
合
会
が
結

成
さ
れ
る
／
霊
巌
寺
で
献
茶
祭
が

始
ま
る

1
9
6
9
〉
八
女
中
央
大
茶
園
着
工

1
9
7
1
〉
福
岡
県
茶
商
工
業
協
同
組
合
を
設

立
す
る
／
防
霜
フ
ァ
ン
の
普
及
は
じ

ま
る

1
9
8
2
〉
福
岡
県
八
女
茶
手
も
み
保
存
会
が

発
足
す
る

1
9
9
7
〉
八
女
伝
統
本
玉
露
の
名
称
使
用
が

始
ま
る

2
0
0
6
〉
乗
用
型
管
理
機
対
応
玉
露
棚
施
設

竣
工
す
る

2
0
1
5
〉
八
女
伝
統
本
玉
露
が
国
の
地
理
的

表
示
（
G
I
）
の
第
５
号
に
登
録

さ
れ
る

2
0
2
3
〉
全
国
茶
品
評
会 

玉
露
の
部
で
産
地

賞
を
２
３
年
間
連
続
で
受
賞
す
る

／
福
岡
の
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年

祭
を
八
女
市
で
開
催
す
る

令和 5 年度には、福岡の八女茶発
祥６００年祭式典など多くのイベント
が開催されたほか、１８年振りに福
岡県で全国お茶まつりが開催され、
八女市がメイン会場となった。

本
当
に
い
い
も
の
は
必
ず
残
る

八
女
茶
の
未
来
は

今
を
生
き
る
つ
く
り
手

ひ
と
り
ひ
と
り
の
手
腕
に

託
さ
れ
て
い
る

霊巌寺開祖・栄林周瑞

「八女伝統本玉露」は
茶業として全国で初め
て GI 登録され、その
品質を守っています。

八女市の飛躍には、常に「人」
の支えがある。多くの八女人
の努力と情熱が、ふるさとに光
を降らせ、大きな八女の魅力と
なって、また次の時代の新し
い八女市を切り拓いていく。

昭和初期頃

昭和 40年頃

八
女
茶
の
歴
史

量より品質を重視した八女茶は、葉の芽を少なくして葉を大きくしっかりと育てます。
一般的な緑茶と比べて味が濃厚で日本有数の高級茶産地として全国に名を馳せています。

●八女茶発祥 600年記念事業

01
　
八
女
茶
発
祥
６
０
０
年
。
長

い
歴
史
の
上
に
あ
り
ま
す
が
、

現
在
八
女
市
で
は
、「
煎
茶
」

を
中
心
に
、
山
間
部
で
は
「
玉

露
」
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
量
は
全
国
の
２
％
ほ
ど
で

す
が
、
全
国
で
茶
産
地
が
し
の

ぎ
を
削
る
中
、
こ
う
し
て
日
本

の
八
女
茶
と
い
わ
れ
る
ま
で
に

成
長
で
き
た
の
は
八
女
が
茶
の

栽
培
に
向
い
て
い
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
水
は
け
の
良
い
地

質
、
ほ
ど
よ
い
気
温
の
日
較
差
、

降
水
量
。
そ
の
恵
ま
れ
た
土
台

の
上
に
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
私
た

ち
は
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
八
女
茶

を
茶
産
地
と
し
て
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
生
産
者
、
指
導
者
、

自
治
体
の
産
学
官
が
と
も
に
同

じ
方
向
を
向
き
、
支
え
合
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
八
女
茶
を
い

か
に
つ
な
い
で
い
く
か
。
歴
史

に
立
ち
合
っ
た
私
た
ち
の
使
命

で
す
。今
、全
国
の
自
治
体
で
は
、

わ
が
ま
ち
の
顔
と
な
る
産
物
を

新
た
に
作
ろ
う
と
一
生
懸
命
で

す
。
八
女
に
は
既
に
あ
り
ま
す
。

き
び
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

霊巌寺開祖・栄林周瑞が
伝えた茶の栽培が、村の
名主により広められたのが
八女茶のはじまり。

記念ロゴマーク 

八女茶発祥 600 年の誇り
第 77回全国茶品評会玉露日本一

倉住 努さん

● INTERVIEW VOICE

八女茶を
つくる

茶業
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躍躍

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
半
年
で

コ
ロ
ナ
が
流
行
し
、
子
育
て
も

コ
ロ
ナ
も
初
め
て
。
私
は
八
女

出
身
で
は
な
い
の
で
周
り
に
友

達
が
い
る
訳
で
も
な
く
、
子
育

て
を
相
談
で
き
る
マ
マ
さ
ん
と

知
り
合
う
機
会
と
し
て
サ
ー
ク

ル
活
動
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
月
齢

の
近
い
子
ど
も
だ
と
悩
み
が
似

て
る
ん
で
す
よ
ね
。
マ
マ
同
士

は
年
齢
が
バ
ラ
バ
ラ
で
も
つ
な
が

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
八

女
市
の
子
育
て
環
境
は
と
て
も

充
実
し
て
い
て
、「
や
め
っ
こ
未

来
館
」
は
親
子
が
交
流
で
き
る

み
ら
い
広
場
、
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
で
き
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
一
時
預

か
り
が
あ
り
ま
す
。
先
生
や
孫

ま
で
育
て
た
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
さ
ん

な
ど
信
頼
で
き
る
第
三
者
の
手

を
気
軽
に
借
り
ら
れ
る
環
境
は

本
当
に
あ
り
が
た
く
、
私
は
そ

こ
で
救
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
周
り
に
は
孤
独
で
育
て
て
い

る
方
や
情
報
を
受
け
取
れ
て
い

な
い
方
が
い
ま
す
。
自
分
が
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
多
く
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

お
世
話
に
な
っ
た
恩
返
し
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保育所と地域子育て支援センターを併
設した複合施設。子育ての相談支援
を行い、子育て親子の総合的な交流
拠点となっている。

●やめっこ未来館
平成 24 年 7 月13日明方から 14日
の昼にかけて八女市の降雨量として観
測史上 1 位の豪雨が発生。道路や橋
は損壊し、かつてない大災害となった。

●平成 24年九州北部豪雨

03
　
最
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪

雨
。
当
時
私
は
副
団
長
で
八
女

市
の
消
防
団
は
ま
だ
合
併
す
る

前
で
し
た
。
黒
木
・
星
野
で
は

亡
く
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
災
害
で
す
。

災
害
当
日
、
急
い
で
ポ
ン
プ
車

で
一
軒
一
軒
見
回
り
、
と
に
か
く

一
人
暮
ら
し
の
方
、
高
齢
の
方

を
避
難
さ
せ
て
く
れ
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
川
は
う
ね
っ
て
浸

水
は
高
み
を
増
す
中
、
玄
関
を

こ
じ
あ
け
て
の
救
出
、
逃
げ
遅

れ
た
方
の
誘
導
に
必
死
に
動
い

た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。
大
災
害
は
一
生
に
一
度
あ

る
か
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
毎
年
の
よ
う
に

各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
に
消
防
団
は
一
つ
に
な
り
、

地
域
を
知
り
尽
く
し
た
各
地
域

の
支
団
長
が
中
心
と
な
っ
て
広

い
八
女
市
を
守
っ
て
い
ま
す
。
自

助
、
共
助
、
公
助
と
あ
り
ま
す

が
、
先
ず
は
近
所
が
一
番
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
隣
近
所
を
し
っ

か
り
と
見
て
、
消
防
団
員
が
現

場
を
し
っ
か
り
と
守
る
。
そ
れ

が
必
ず
組
織
と
し
て
大
き
な
八

女
市
の
安
全
安
心
に
繋
が
る
も

の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

02
子育てネットワークやめ代表

大坪 陽子さん 「となりを守る」が八女を守る
八女市消防団長

山下 繁敏さん

● INTERVIEW VOICE

ひとりではない子育てを
● INTERVIEW VOICE

安
心
を

つ
く
る

防 災福 祉
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躍躍

　
B
M
X
は
ジ
ャ
ン
プ
台
を

使
っ
て
空
中
に
飛
び
、
技
を
競

い
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
は
じ

め
た
の
は
７
歳
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

を
見
て
、や
っ
て
み
た
い
と
思
い
、

家
族
み
ん
な
で
は
じ
め
て
、
自

然
と
こ
の
世
界
に
の
め
り
込
み

ま
し
た
。
専
用
の
練
習
場
な
ど

も
ち
ろ
ん
な
く
、
父
親
手
づ
く

り
の
ジ
ャ
ン
プ
台
で
、
家
の
横

の
駐
車
場
や
地
面
で
練
習
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。Ｂ
Ｍ
Ｘ
の
世
界

は
、
日
本
で
も
世
界
の
舞
台
で

も
み
ん
な
仲
が
良
い
ん
で
す
。

敵
対
し
た
空
気
で
は
な
く
楽
し

く
練
習
を
し
た
り
、
一
緒
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
空
気
感
が

あ
り
ま
す
。
い
ま
14
歳
で
、
学

校
に
通
い
な
が
ら
練
習
は
１
日

平
日
３
〜
４
時
間
、
土
日
は
８

〜
９
時
間
飛
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
と
る
こ
と
で
す
。

ず
っ
と
暮
ら
し
て
い
る
八
女
市

は
、
み
ん
な
優
し
く
て
、
過
ご

し
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
方
も
す
れ
違
っ
た

時
や
、
練
習
場
の
横
か
ら
「
が

ん
ば
れ
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。
周
り
の
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
人
や
両
親
に
感
謝
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

05
　
八
女
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
八

女
を
愛
す
る
子
ど
も
を
育
て
る

こ
と
を
重
点
と
し
て
掲
げ
、
小

学
校
で
は
「
八
女
ふ
る
里
学
」、

中
学
校
で
は
「
八
女
茶
学
」
と

い
う
独
自
の
地
域
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
八
女
茶

学
で
は
、
お
い
し
い
お
茶
の
淹

れ
方
を
J
A
青
年
部
に
実
践
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
八

女
を
出
る
子
ど
も
た
ち
が
、様
々

な
場
所
で
八
女
茶
の
美
味
し
さ

を
届
け
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
福
岡
県
内
初
の
義
務
教

育
学
校
が
誕
生
し
、
９
年
間
同

じ
目
標
の
も
と
で
、
よ
り
確
か

な
連
続
性
の
あ
る
教
育
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
前
例
が
な
く
試

行
錯
誤
で
し
た
が
、
運
動
会
で

一
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
バ
ト
ン

を
繋
ぎ
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

が
、
居
な
が
ら
に
し
て
、
た
く

ま
し
く
駆
け
抜
け
る
９
年
後
の

自
分
に
夢
や
憧
れ
を
抱
く
姿

に
、
こ
の
義
務
教
育
学
校
の
素

晴
ら
し
さ
を
確
信
し
ま
し
た
。

今
は
変
化
の
時
代
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
時
代
に
淘
汰
さ
れ
ず
残

り
続
け
る
八
女
の
歴
史
や
伝
統

の
価
値
を
し
っ
か
り
感
じ
取
り
、

新
し
い
時
代
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

04
BMX日本代表

松本 翔海さん ふるさと八女の学びを誇りに 中島 賢二さん

● INTERVIEW VOICE

八女からつながる世界の空
● INTERVIEW VOICE

ひ
と
を

つ
く
る

2020 年東京オリンピックにて、カヌー
スプリントに桐明輝子さんが出場。
BMX の松本翔海選手は、2022 年に
フランスで開催された国際大会にて初
優勝を遂げ、オリンピックへの出場が
期待されている。

●オリンピックへの道
八女茶のまちとして、市内全市立学校
に給茶機を設置。地域で収穫された
茶葉から、いつでも淹れたての温かい
お茶、冷たいお茶を飲むことができる。

●市内全市立学校にお茶の給茶機

教 育スポーツ

県内初 義務教育学校北汭学園 初代校長
現八女市立 福島中学校 校長
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躍躍

0607
　
平
成
元
年
か
ら
、
り
ん
ご
園

を
借
り
て
始
め
た
野
外
音
楽
祭

「
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」。
平
成

22
年
か
ら
、
耕
作
放
棄
の
棚
田

を
開
墾
し
、
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し

よ
う
と
始
め
た
「
コ
メ
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
少
し
ず
つ
「
大
淵
」

の
名
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

人
は
ど
う
し
て
も
艶
や
か
な
都

心
に
向
き
が
ち
で
す
が
、
自
分

た
ち
に
は
人
に
誇
れ
る
田
舎
が

あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。
子
ど
も
た
ち

が
孫
た
ち
に
自
慢
で
き
て
、
孫

た
ち
も
友
達
に
自
慢
で
き
る
よ

う
な
ピ
カ
ピ
カ
の
大
淵
づ
く
り

を
し
よ
う
。
そ
し
て
は
じ
め
た

の
が
「
大
淵
献
燈
祭
」
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
連
日
連
夜
灯

籠
を
制
作
。
今
で
は
、
外
か
ら

見
ず
知
ら
ず
の
人
ま
で
手
伝
い

に
来
て
く
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
し
ま
し
た
。
こ
こ
大
淵
地

区
は
歴
史
を
遡
る
と
多
く
の
血

が
流
れ
た
場
所
。
私
た
ち
は
献

燈
祭
を
通
し
て
、
こ
の
地
で
失

わ
れ
た
魂
を
慰
め
続
け
る
使
命

と
向
き
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が

心
の
中
に
生
き
続
け
る
大
事
な

人
へ
の
想
い
を
繋
い
で
い
け
る
、

そ
う
い
う
大
切
な
場
所
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大淵地区自治運営協議会

谷口 健一さん
　
令
和
６
年
３
月
現
在
、
９
人

の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
八

女
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
。
立

花
で
み
か
ん
を
つ
く
っ
た
り
、

関
係
人
口
の
創
出
の
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
貨
を
つ
か
っ
た
イ

ベ
ン
ト
を
し
た
り
担
当
は
様
々
。

私
は
星
野
村
の
観
光
振
興
に
配

属
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と

東
京
の
法
政
大
学
の
卒
業
研
究

で
星
野
村
に
来
た
の
が
は
じ
ま

り
で
す
。
い
ろ
ん
な
方
の
お
話

を
聞
く
な
か
で
「
が
ん
ば
り
よ

る
よ
星
野
村
」
で
活
動
さ
れ
て

い
る
山
口
聖
一
さ
ん
に
出
会
い
、

地
域
活
性
に
関
心
が
生
ま
れ
、

そ
の
ま
ま
星
野
村
に
残
っ
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
大
学
院
を
卒
業
し
、

現
在
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
自
然
の

中
で
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
生

き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
自
分
の

肌
に
合
う
と
感
じ
た
の
が
一
番

で
す
。
八
女
市
は
個
性
豊
か
で

魅
力
的
な
場
所
。
も
っ
と
関
東

の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
現
在
も
大
学
と
つ
な
が

り
が
あ
り
、
毎
年
学
生
や
そ
の

家
族
が
来
て
く
れ
ま
す
。
そ
う

い
う
広
が
り
を
大
切
に
、
八
女

市
と
人
を
つ
な
げ
る
役
目
に
な

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

八女と人とのつなぎ目
地域おこし協力隊

戸澤 理紗さん

● INTERVIEW VOICE

ピカピカの大淵づくり
● INTERVIEW VOICE

賑
わ
い
を

つ
く
る

令和3年、大淵区の地域づくり活動が、
過疎地域の先進的事例として認めら
れ、全国過疎地域連盟会長賞（全国
で6団体）を受賞。

●全国過疎地域連盟会長賞受賞
平成 25 年度から地域おこし協力隊事
業を開始。着任した隊員の定住・定
着をサポートすることにより、福岡県内
でも高い定住率を誇っています。

●八女市地域おこし協力隊

地域おこし市民参画

● INTERVIEW VOICE
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08
伝統工芸

　
八
女
提
灯
は
「
灯
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
八
女
提

灯
が
栄
え
た
の
は
、
竹
と
和
紙
が

あ
る
稀
な
土
地
で
あ
っ
た
か
ら
。

そ
の
後
、
和
紙
が
絹
に
変
化
し
ま

し
た
。
親
父
は
職
人
気
質
で
、
型

か
ら
自
分
で
試
行
錯
誤
す
る
姿
を

見
て
育
ち
ま
し
た
。
お
盆
や
お
葬

式
な
ど
生
活
様
式
が
変
化
す
る
中
、

原
点
の
「
灯
」
と
し
て
暮
ら
し
に
寄

り
添
う
も
の
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
組
合
全
体
で
八
女
提
灯
を
盛

り
上
げ
た
い
で
す
ね
。

八女提灯協同組合／（資）マル正伊藤本店

伊藤 正之さん

八女福島仏壇
INTERVIEW VOICE

八女提灯
INTERVIEW VOICE

　
祖
父
の
代
か
ら
職
人
を
継
い
で
い

ま
す
が
地
道
な
作
業
。
特
に
漆
塗

り
は
下
地
の
工
程
が
良
く
な
い
と
、

仕
上
が
り
が
綺
麗
に
い
か
な
い
。
一

つ
一
つ
の
手
作
業
の
積
み
重
ね
で
す
。

仏
壇
組
合
で
は
、
市
役
所
新
庁
舎

に
飾
る
漆
塗
り
の
板
を
制
作
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
に
見
て
も
ら
え

る
の
で
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
喜
ん

で
作
業
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
厳

し
い
仏
壇
業
界
で
す
が
、
漆
に
光

を
当
て
る
と
、
新
し
い
可
能
性
も

見
え
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

八女福島仏壇仏具協同組合／漆工房岩弥

近松 敏夫さん

　
三
人
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
働

き
先
を
探
し
て
い
た
時
、
偶
然
提

灯
の
絵
師
募
集
が
あ
り
未
経
験
で

飛
び
込
み
ま
し
た
。
社
長
に
「
大

丈
夫
。
練
習
し
た
ら
必
ず
描
け
る
。

で
も
た
だ
描
く
だ
け
で
な
く
伝
統

工
芸
士
を
目
指
せ
」
と
言
わ
れ
、

ひ
た
す
ら
描
き
続
け
て
、
今
年
つ
い

に
伝
統
工
芸
士
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長
い
八
女
提

灯
の
歴
史
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と

は
本
当
に
誇
り
で
す
。
使
う
方
に

寄
り
添
っ
た
時
代
に
合
う
柄
や
色

合
い
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（有） シラキ工芸

増永 葵さん
　
祖
父
が
伝
統
工
芸
士
で
、
職
人

さ
ん
た
ち
の
姿
を
見
て
育
ち
ま
し

た
。
歴
史
あ
る
仏
壇
を
修
復
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
も
多
々
あ
り
ま

す
。
修
復
す
る
こ
と
で
、
次
世
代

に
受
け
継
が
れ
る
仏
壇
。
百
年
前

と
同
じ
工
程
が
今
も
で
き
る
と
考

え
る
と
す
ご
い
こ
と
で
す
。
時
代

に
添
う
八
女
福
島
仏
壇
を
つ
く
り

続
け
た
い
で
す
。
職
人
さ
ん
が
繋

い
で
き
た
技
術
を
自
分
も
受
け
継

ぎ
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（株）緒方仏壇店　ぎゃらりー雅

緒方 伸さん

日本の盆堤灯として知られる八
女提灯は、約 200 年の伝統を
誇り、経済産業省指定伝統的
工芸品に指定されています。

●八女提灯
八女福島仏壇は昭和 52 年通
商産業大臣（当時）より伝統
的工芸品に指定されています。

●八女福島仏壇

伝統を
つくる 躍
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（1882－1969）
洋画家

久留米市に生まれ、フラン

スに留学して中間色による

独自の色調を身につけまし

た。帰国後、「東洋のバルビ

ゾン」と呼んで八女の自然

と風土を愛し、アトリエを

建てて 38 年間制作に励み、

郷土文化の発展に大きく貢

献しました。毎年文化の日

には、八女公園にある銅像

前で「帰居祭」が開かれ、

献茶などが行われます。

坂
本
繁
二
郎
さ
か
も
と 

は
ん
じ
ろ
う

（1898－1984）
洋画家

立花町生まれ。自然の風景

を日本的な表現で描いた洋

画家。立花町に生まれてフ

ランスに学び、帰国後、有

島生馬を中心とする芸術家

団体「一水会」の創設に参加。

阿蘇山をはじめ、日本の山

を題材にした風景画を得意

とし、日展の常任理事も務

めました。平成 28（2016）

年には、その顕著な功績を

称え、田崎作品を常設展示

する「八女市田崎廣助美術

館」が新設されました。

田
崎
廣
助
た
さ
き 

ひ
ろ
す
け

直木賞作家 文化勲章受章者

（1953－2015）
小説家

八 女 市 生 まれ。昭 和 54

（1979）年に大学院の修士論

文で扱った儒学者、寺門静軒

を描いた小説「男の軌跡」で

作家デビュー。江戸を舞台に

した時代小説で人気を集め、

平成元（1989）年に「東京

新大橋雨中図」で第 100 回

直木賞を、平成 14（2002）

年に「信太郎人情始末帖」

シリーズ第一作「おすず」で

2002 年度中山義秀文学賞を

受賞しています。

杉
本
章
子
す
ぎ
も
と 

あ
き
こ

（1907－1988）
文芸評論家

長崎市生まれ。豊かな学識

を背景に、古典から現代文

学まで論じた文芸評論家。

黒木町出身の作家・文芸評

論家、石橋忍月の子息で、

日本文藝家協会の会長を務

めました。八女市には墓所

と妻で俳人の石橋秀野と同

じ石を分け合った夫婦句碑

があります。夫婦句碑の建

立に際して、親交のあった

歌手のさだまさしさんは「夢

しぐれ」という曲をつくり

ました。

山
本
健
吉
や
ま
も
と 

け
ん
き
ち

（1932－）
小説家

立花町生まれ。福島高校（八

女市）時代は新聞部の編集

長を務め、連載小説等を執

筆。早稲田大学中退後は、

編集者、作詞家、ルポライ

ターなどを経て、昭和 41

(1966) 年に『さらばモスク

ワ愚連隊』で作家デビュー。

翌年に「蒼ざめた馬を見よ」

で第 56 回直木賞を受賞。91

歳を迎えた現在も日本文壇

の第一線で活躍されていま

す。また、令和 3

（2021）年 に は、

創作の過程で参考

とした書籍約 320

冊が八女市に寄贈

されました。

五
木
寛
之
い
つ
き 

ひ
ろ
ゆ
き

八
女
の

著
名
人

（1955－）
小説家

黒木町生まれ。図書館司書

を務めるかたわら、数々の

文学賞に応募し、平成 2

（1990）年「血の日本史」で

作 家 デ ビ ュ ー。平 成 17

（2005）年に「天馬、翔ける」

で第 11 回中山義秀文学賞

を、同 25（2013）年に絵師、

長谷川等伯を主人公にした

「等伯」で第 148 回直木賞を

受賞。また、小・中学生対

象の作文コンクール「地球

さんご賞」の実行委員長を

務められています。

安
部
龍
太
郎
あ
べ 

り
ゅ
う
た
ろ
う



次の未来へ
そして 、

40

　
八
女
市
が
誕
生
し
て
７０
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
ま
た
、

合
併
か
ら
１５
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
２９
年
に

周
辺
の
３
か
村
と
合
併
し
、
八
女
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
１８
年
１０
月
１
日
に
八
女
郡
上
陽

町
と
、
さ
ら
に
平
成
２２
年
２
月
１
日
に
八
女
郡
黒
木

町
、
立
花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
の
合
併
に
よ
り
、

県
内
で
北
九
州
市
に
次
ぐ
約
4
8
2
㎢
の
面
積
を
有

す
る
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
や
関
係
各
方
面
の
ご
支

援
等
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
教
育
、
福
祉
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
中
山
間
地
域
の
過
疎
化
が
進

み
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
や
地
域
公
共
交
通
の
あ

り
方
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
市
議
会

は
、
自
治
体
の
自
己
決
定
と
自
己
責
任
を
基
本
に
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
市
民
の
皆
様
と
連
携
を
密
に
し
、

市
執
行
部
と
と
も
に
市
政
の
進
展
の
た
め
、
さ
ら
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
八
女

市
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
も
、

毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
起
き
て
お
り
、
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
と
と
も
に
歩
む
議
会
、
市

民
に
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
議
会
を
め
ざ
す
こ
と

を
謳
っ
た
「
八
女
市
議
会
基
本
条
例
」
の
理
念
に
基

づ
き
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議

会
機
能
の
一
層
の
活
性
化
・
充
実
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
制
施
行
７０
周
年
と
合
併
１5
周
年
に
臨
み
、
八
女

市
が
大
き
く
飛
躍
し
続
け
る
よ
う
心
よ
り
お
祈
り

し
、
お
祝
い
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

m e s s a g e

エ

ピ

ロ

ー

グ

八
女
市
の
未
来
へ

市制施行７０周年と合併１５周年を祝う

八
女
市
議
会
議
長  

橋
本 

正
敏

　
昭
和
２９
年
４
月
１
日
に
八
女
市
が
誕
生
し
、
今

年
で
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
１８
年
に
上
陽
町
、
平
成
２２
年
に
黒
木
町
、
立

花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
の
合
併
を
経
て
、
来

年
２
月
に
は
合
併
１５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
矢
部
川
、
星
野
川
の
２
本
の
清
流
と
と

も
に
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
八
女
茶
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
の
生
産
地
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
多

き
地
域
と
し
て
伝
統
と
文
化
を
育
み
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
合
併
か
ら
の
１５
年
は
、
各
地
域
の
魅
力
を
活

か
し
、
八
女
市
全
体
と
し
て
ま
と
め
、
一
つ
の
市
と
し

て
醸
成
す
る
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
２４
年

７
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
そ
こ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
だ
月
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
被
災
し
た
地
域
が
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た
め
て
八
女

市
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、本
誌
の
な
か
で
も
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
八
女
市
を
担
う
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
、

こ
の
市
制
施
行
７０
周
年
・
合
併
１５
周
年
を
契
機
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き
、

と
も
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
八
女
市
を
目
指
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
第
５

次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の

恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

安
心
と
成
長
の
ま
ち 

八
女
」
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

m e s s a g e

八女市の未来 によせて

八
女
市
長  

三
田
村 

統
之

末金　偆一   初代 
近藤　正實   2 代 
三浦　智典   3 代
斉藤　清美   4 代 
秋山　道太   5 代 
黒岩　省三   6 代
　　　　　   8 代 
大坪　重敏   7 代
　　　　　   9 代
上村　正記 10 代 
中園　   一 11 代 
樋口安癸次 12 代 
平井　覚一 13 代 
武田　忠匡 14 代 
松延　外喜 15 代 
井上　賢治 16 代 
川口　誠二 17 代
角田　恵一 18 代
橋本　正敏 19 代  

S29.4~ S38.4 
S38.5~ S42.5 
S42.5~ S46.5 
S46.5~ S52.1 
S52.2~ S54.5 
S54.5~ S56.6 
S58.5~ S62.4 
S56.6~ S58.5 
S62.5~ H3.5 
H3.5~ H7.5 
H7.5~ H11.5 
H11.5~ H15.5 
H15.5~ H19.5 
H19.5~H20.10 
H20.12~ H23.5 
H23.5~ H25.6 
H25.6~ R 元 .5
R 元 .5~ R5.5
R5.5~

八 女 市
井上喜太次   初代
平島　大勝   2 代 
牛島　廣次   3 代
田中　近作   4 代 
川崎　徳康   5 代 
小倉　　賢   6 代
堤　　菅雄   7 代 
大塚　高行   8 代 
松尾　千好   9 代 
入江　貞夫 10 代 
鵜木　久義 11 代 
原　　和男 12 代 
山口　茂春 13 代 
田中　礼助 14 代 
小倉　常喜 15 代 
朽網　英文 16 代

S30.4~ S30.9  
S30.10~ S34.4 
S34.5~ S38.9  
S38.10~ S42.9 
S42.10~ S46.9 
S46.10~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ S58.9 
S58.10~ S62.9
S62.10~ H3.9 
H3.10~ H6.4 
H6.5~ H9.6 
H9.7~ H11.9 
H11.10~ H14.3 
H14.5~ H19.9 
H19.10~ H22.1

立 花 町
小川　初次   初代
松尾　虎吉   2 代
原島千代吉   3 代
　　　　　   6 代
川島　真純   4 代
宮原　茂樹   5 代
小川　　正   7 代
高山　三郎   8 代
中司　政行   9 代
吉開　正行 10 代
仁田原石義 11 代
栗原　吉平 12 代

S22.5~ S26.4 
S26.5~ S30.4 
S30.5~ S34.4 
S42.5~ S50.4 
S34.5~ S38.4 
S38.5~ S42.4 
S50.5~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ H3.4
H3.5~ H11.4 
H11.5~ H19.4 
H19.5~ H22.1

矢 部 村

長野　信一   初代
松木冨士雄   2 代
堤　　米一   3 代
川島　　稔   4 代
松尾　　要   5 代
緒方　武磨   6 代
似吹　喜蔵   7 代
横溝　　正   8 代
内藤　義彦   9 代
鍋島　　勝 10 代
八田　健作 11 代
松野　萬吉 12 代
堀下　清隆 13 代
草場雄二郎 14 代
松木　　道 15 代

S29.4~ S30.3 
S30.4~ S40.6 
S40.6~ S42.4 
S42.5~ S44.1 
S44.2~ S49.9 
S49.9~ S54.4 
S54.5~ S62.4 
S62.5~ H 元 .2 
H 元 .2~ H3.4 
H3.5~ H7.4 
H7.5~ H11.4 
H11.5~ H15.4 
H15.5~ H16.6 
H16.6~ H19.4 
H19.5~ H22.1

黒 木 町
久木原宇蔵   初代
久木原政成   2 代
川口　武雄   3 代
角田　　茂   4 代
小川　亀吉   5 代
井上　嘉晴   6 代
　　　　　   9 代
井上　繁行   7 代
久間　茂信   8 代
　　　　　 11 代
荒川　隆二 10 代
上野　重人 12 代
西村　重利 13 代
川口　正博 14 代
小川　健之 15 代
久間　一正 16 代

S33.5~ S37.4 
S37.5~ S39.5 
S39.5~ S41.4 
S41.5~ S43.2 
S43.3~ S45.4 
S45.4~ S49.4 
S57.5~ S59.6 
S49.5~ S55.12 
S55.12~ S57.4 
S61.5~ H2.4 
S59.6~ S61.4 
H2.5~ H10.4 
H10.4~ H13.5 
H13.5~ H14.4 
H14.5~ H18.4 
H18.5~ H18.9

上 陽 町
田辺　伍市   初代
橋爪喜三郎   2 代
石橋　角藏   3 代
谷口　俊一   4 代
倉住　　茂   5 代
髙木　　等   6 代
川﨑　末弘   7 代
松永　雅男   8 代
髙木眞一郎   9 代
内藤　　惇 10 代
髙木　良之 11 代
髙木　俊之 12 代

S22.5~ S26.4 
S26.5~ S37.8 
S37.9~ S42.4 
S42.5~ S49.8 
S49.9~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ H3.4 
H3.5~ H7.4 
H7.5~ H11.8 
H11.8~ H15.6 
H15.6~ H19.6 
H19.7~ H22.1

星 野 村

歴
代
議
長

中島　一之　初代
服部　寅雄　2代
主計　貞二　3代
　　　　　　6代 
末金　偆一　4代
牛島　節二　5代
斉藤　清美　7代
野田　国義　8代
三田村統之　9代

S29.4~ S30.4 
S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S48.1~ S52.1 
S38.5~ S39.12 
S40.1~ S48.1 
S52.1~ H5.1 
H5.1~ H20.9 
H20.11~

八 女 市
中村　次平　初代
平島　大勝　2代
中尾　順蔵　3代
田中　近作　4代
甲木　安英　5代
堤　　菅雄　6代
鵜木　久義　7代
田中　礼助　8代

S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ H6.3 
H6.4~ H14.4 
H14.4~ H22.1

立 花 町
坂本虎之助　初代
宮内　萬吉　2代
坂本鐵之進　3代
田中　　穆　4代
轟　政次郎　5代
江田　　勝　6代
若杉　文夫　7代
若杉　繁喜　8代
栗原　照幸　9代
原嶋　貞夫 10 代
中司　謙治 11 代
田島冨士雄 12 代

M22~ M37  
M38.3~ T6.1 
T6.2~ S7.12 
S8.6~ S21.10 
S22.4~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S58.4 
S58.5~ H8.5 
H8.6~ H12.5
H12.6~ H16.5 
H16.6~ H21.9 
H21.10~ H22.1

矢 部 村

内藤　勘藏　初代
大橋留三郎　2代
川島　   稔　3代
横溝彌太郎　4代
小川　光吉　5代

S29.4~ S41.4 
S41.4~ S44.2 
S44.2~ H 元 .2 
H 元 .2~ H17.2 
H17.2~H22.1

黒 木 町
小川　秀木　初代
　　　　　　3代
井上　常雄　2代
川口　義則　4代
牛嶋　　剛　5代

S33.4~ S37.4 
S41.4~ S57.4 
S37.4~S41.4 
S57.4~H6.4 
H6.4~H18.9

上 陽 町
髙木　良一　初代
髙木好太郎　2代
今村　和方　3代
髙木　賢之　4代
西田　七郎　5代
江頭　一郎　6代
髙木　良之　7代
　　　　　　9代
西田　定夫　8代
橋爪喜三郎 10 代
谷口　俊一 11 代
倉住　　茂 12 代
髙木　万藏 13 代
松永　雅男 14 代
藤﨑　正昭 15 代
髙木　良之 16 代

M22.5~ M38.9 
M38.11~M42.11 
M42.11~T15.2
 T15.5~ S5.5 
S5.6~ S13.6 
S14.12~ S18.12 
S18.12~ S21.12 
S34.5~ S37.7 
S22.4~ S34.4
S37.9~ S49.9 
S49.9~ S56.6 
S56.7~ S62.6 
S62.7~ H7.7 
H7.7~ H15.7 
H15.7~ H19.7 
H19.7~ H22.1

星 野 村

歴
代
首
長

八

女

八 女 市 h i s t o r y

1 9 5 4 ~ 2 0 2 3

プ

ロ
ロ

ー

グ

八
女
市
の
は
じ
ま
り

・昭和 29（1954）年 4 月 1 日／八女市誕生
・昭和 31（1956）年／八女市で福岡県内初となる小
学校全校完全給食が実現 

・昭和 35（1960）年／矢部村の日向神ダムが完成し、
観光遊覧船就航 

・昭和 36（1961）年／黒木町、矢部村、星野村の三
森林組合で県下初の「八女森林組合共販所」を設立 

・昭和 42（1967）年／大島・矢部川間を結ぶ国道 3 
号バイパスが開通

・昭和 43（1968）年／平和の火が完成
・昭和48（1973）年／九州縦貫自動車道の八女インター
チェンジが開設／八女地区県営農地開発パイロット事
業完了

・昭和 52（1977）年／「八女福島仏壇」が国の伝統
的工芸品に指定／「八女福島の燈籠人形」が国の重要
無形民俗文化財に指定／「松延家住宅」が国の重要
文化財に指定

・昭和 53（1978）年／北部九州最大の前方後円墳岩
戸山古墳を含む「八女古墳群」が国の史跡に指定

・昭和 60（1985）年／国鉄矢部線廃止
・昭和 61（1986）年／八女伝統工芸館開館
・平成元（1989）年／星野村の村制 100 周年を記念
して「九州和太鼓フェスティバル」開催
・平成 2（1990）年／立花町で「第 1 回立花町観梅会」
開催

・平成 3（1991）年／九州最大級の天体望遠鏡を備
えた「星の文化館」開館
・平成 5（1993）年／上陽町で「全日本きんま選手権」
開催

・平成 7（1995）年／「万灯流し」開始／原爆の火を
守る「平和の塔」が星のふるさと公園に建立

・平成 10（1998）年／「べんがら村」が開館
・平成 11（1999）年／「旭座人形芝居会館」が開館
・平成 12（2000）年／「八女津媛浮立館」が開館
・平成 13（2001）年／「八女提灯」が国の伝統的工
芸品に指定

・平成 14（2002）年／「八女福島の白壁の町並み」
が重要伝統的建造物群保存地区に選定

・平成 17（2005）年／「道の駅たちばな」が開館
・平成 18（2006）年／八女市と上陽町が合併
・平成 22（2010）年／八女市と黒木町、立花町、矢
部村、星野村が合併し新八女市誕生／「全国茶品評
会」で八女茶は 10年連続玉露の部の日本一を達成

・平成 24（2012）年／大韓民国巨済市との姉妹都市
協定締結

・平成 25（2013）年／福岡市天神にアンテナショッ
プ「八女本舗」がオープン

・平成 26（2014）年以降はP10より掲載

1 9 5 4

2 0 2 3

昭和 29年

平成 18年

八女市誕生

福島町、 川崎村、忠見村、岡山村

新八女市

編入）

平成 22年編入）

上陽町編入）

黒木町 豊岡村、串毛村、木屋村、笠原村合併）

編入）

立花町

昭和 29年

光友村、 北山村、白木村、辺春村合併） 昭和 30年

昭和 32年

矢部村

星野村

大淵村

北川内町、横山村合併） 昭和 33年

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
４
月
１
日
、
１
町
３
村
の
編
入
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
八
女
市
。
市
民
の
暮
ら
し
を
第
一
に
発
展
を
遂
げ
、

現
在
は
県
内
で
２
番
目
に
広
い
市
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
九
州
の
、
日
本
の
八
女
市
と
し
て
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
　

次の未来へ
そして 、

　
昭
和
２９
年
４
月
１
日
に
八
女
市
が
誕
生
し
、
今

年
で
市
制
施
行
７０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
１８
年
に
上
陽
町
、
平
成
２２
年
に
黒
木
町
、
立

花
町
、
矢
部
村
、
星
野
村
と
の
合
併
を
経
て
、
来

年
２
月
に
は
合
併
１５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
矢
部
川
、
星
野
川
の
２
本
の
清
流
と
と

も
に
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
、
八
女
茶
を
は
じ
め
と

す
る
農
産
物
の
生
産
地
と
な
り
、
ま
た
、
歴
史
多

き
地
域
と
し
て
伝
統
と
文
化
を
育
み
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
合
併
か
ら
の
１５
年
は
、
各
地
域
の
魅
力
を
活

か
し
、
八
女
市
全
体
と
し
て
ま
と
め
、
一
つ
の
市
と
し

て
醸
成
す
る
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
平
成
２４
年

７
月
に
は
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
そ
こ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
だ
月
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
被
災
し
た
地
域
が
新
た
に
生
ま
れ

変
わ
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
あ
ら
た
め
て
八
女

市
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、本
誌
の
な
か
で
も
一
部
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
八
女
市
を
担
う
べ
く
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
行
政
と
し
て
も
、

こ
の
市
制
施
行
７０
周
年
・
合
併
１５
周
年
を
契
機
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
抱
き
、

と
も
に
未
来
へ
飛
躍
す
る
八
女
市
を
目
指
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
第
５

次
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の

恵
み
と
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ 

安
心
と
成
長
の
ま
ち 

八
女
」
の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
と
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

m e s s a g e

八女市の未来 によせて

八
女
市
長  

三
田
村 

統
之

中島　一之　初代
服部　寅雄　2代
主計　貞二　3代
　　　　　　6代 
末金　偆一　4代
牛島　節二　5代
斉藤　清美　7代
野田　国義　8代
三田村統之　9代

S29.4~ S30.4 
S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S48.1~ S52.1 
S38.5~ S39.12 
S40.1~ S48.1 
S52.1~ H5.1 
H5.1~ H20.9 
H20.11~

八 女 市
中村　次平　初代
平島　大勝　2代
中尾　順蔵　3代
田中　近作　4代
甲木　安英　5代
堤　　菅雄　6代
鵜木　久義　7代
田中　礼助　8代

S30.5~ S34.4 
S34.5~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S54.4 
S54.5~ S58.4 
S58.5~ H6.3 
H6.4~ H14.4 
H14.4~ H22.1

立 花 町
坂本虎之助　初代
宮内　萬吉　2代
坂本鐵之進　3代
田中　　穆　4代
轟　政次郎　5代
江田　　勝　6代
若杉　文夫　7代
若杉　繁喜　8代
栗原　照幸　9代
原嶋　貞夫 10 代
中司　謙治 11 代
田島冨士雄 12 代

M22~ M37  
M38.3~ T6.1 
T6.2~ S7.12 
S8.6~ S21.10 
S22.4~ S38.4 
S38.5~ S50.4 
S50.5~ S58.4 
S58.5~ H8.5 
H8.6~ H12.5
H12.6~ H16.5 
H16.6~ H21.9 
H21.10~ H22.1

矢 部 村

内藤　勘藏　初代
大橋留三郎　2代
川島　   稔　3代
横溝彌太郎　4代
小川　光吉　5代

S29.4~ S41.4 
S41.4~ S44.2 
S44.2~ H 元 .2 
H 元 .2~ H17.2 
H17.2~H22.1

黒 木 町
小川　秀木　初代
　　　　　　3代
井上　常雄　2代
川口　義則　4代
牛嶋　　剛　5代

S33.4~ S37.4 
S41.4~ S57.4 
S37.4~S41.4 
S57.4~H6.4 
H6.4~H18.9

上 陽 町
髙木　良一　初代
髙木好太郎　2代
今村　和方　3代
髙木　賢之　4代
西田　七郎　5代
江頭　一郎　6代
髙木　良之　7代
　　　　　　9代
西田　定夫　8代
橋爪喜三郎 10 代
谷口　俊一 11 代
倉住　　茂 12 代
髙木　万藏 13 代
松永　雅男 14 代
藤﨑　正昭 15 代
髙木　良之 16 代

M22.5~ M38.9 
M38.11~M42.11 
M42.11~T15.2
 T15.5~ S5.5 
S5.6~ S13.6 
S14.12~ S18.12 
S18.12~ S21.12 
S34.5~ S37.7 
S22.4~ S34.4
S37.9~ S49.9 
S49.9~ S56.6 
S56.7~ S62.6 
S62.7~ H7.7 
H7.7~ H15.7 
H15.7~ H19.7 
H19.7~ H22.1

星 野 村

歴
代
首
長




